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そうま市議会だより

令和５年８月１日号

そうま市議会だより

令和５年８月１日号

政務活動費の報告特別委員会要望活動

基
幹
交
通
網
の
整
備
促
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会　

要
望
活
動
報
告

　

基
幹
交
通
網
の
整
備
促
進
に
関
す
る
特
別
委
員
会
は
、

６
月
26
日
及
び
27
日
に
国
土
交
通
省
や
復
興
庁
、
地
元
選

出
国
会
議
員
な
ど
へ
、
常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化
の
早

期
実
現
を
求
め
る
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

要
望
先
：
国
土
交
通
省
（
本
省
及
び
東
北
地
方
整
備
局
）、

　
　
　
　

復
興
庁
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、

　
　
　
　

地
元
選
出
国
会
議
員
（
14
名
）

※
各
省
庁
及
び
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
へ
の
要
望
に
お
い
て

　

は
、
亀
岡
偉
民
衆
議
院
議
員
も
同
行
し
ま
し
た
。

要
望
内
容

　
「
常
磐
自
動
車
道
の
４
車
線
化
の
早
期
実
現
」

　

当
地
方
の
復
興
・
創
生
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
道
路
で
あ
る

常
磐
自
動
車
道
は
、
平
成
27
年
３
月
１
日
の
全
線
開
通
以
降
、

令
和
３
年
６
月
13
日
ま
で
に
「
い
わ
き
中
央
IC
～
広
野
IC
間
」、

「
山
元
IC
～
岩
沼
IC
間
」
の
４
車
線
化
工
事
が
完
了
い
た
し
ま
し

た
。

ま
た
、
令
和
元
年
９
月
10
日
に
は
「
高
速
道
路
の
安
全
・
安
心

基
本
計
画
」
の
中
で
、
常
磐
自
動
車
道
「
浪
江
IC
～
山
元
IC
間
」

が
４
車
線
化
優
先
整
備
区
間
に
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で

に
「
浪
江
IC
～
南
相
馬
IC
間
」
１.

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
「
相
馬

IC
～
新
地
IC
間
」
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
４
車
線
化
事
業
許
可
と

な
っ
た
ほ
か
、
令
和
４
年
３
月
30
日
に
は
、「
広
野
IC
～
な
ら
は

SIC
間
」
５.

６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
４
車
線
化
事
業
許
可
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
は
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、
応
急
復
旧
を

速
や
か
に
実
施
す
る
た
め
の
資
機
材
や
支
援
物
資
・
人
員
の
輸

送
を
担
う
ほ
か
、
平
時
に
お
い
て
は
、
重
要
港
湾
相
馬
港
を
起

点
と
し
た
、
南
北
へ
展
開
す
る
国
内
産
業
に
お
け
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
重
要
な
道
路
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

相
双
地
方
か
ら
仙
台
市
や
い
わ
き
市
に
立
地
す
る
高
次
医
療
施

設
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
り
、「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
」
と

し
て
の
役
割
、
そ
し
て
冬
期
間
や
災
害
時
に
お
け
る
東
北
自
動

車
道
と
並
ぶ
東
京
～
仙
台
間
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

の
役
割
、
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
移
行

後
に
お
け
る
交
流
人
口
拡
大
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
相
双
地
域
に
お
け
る
常
磐
自
動
車
道
は
、
約

90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
長
い
暫
定
２
車
線
区
間
を
有
し
て

お
り
、
物
流
量
の
増
大
や
、
帰
還
困
難
区
域
の
復
興
に
伴
う
車

両
等
の
増
加
に
よ
り
、
交
通
渋
滞
、
交
通
事
故
が
た
び
た
び
発

生
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
１
月
25
日
に
は
、
相
馬
IC
～
新
地
IC
間
で
軽
自
動
車
と
大

型
ト
ラ
ッ
ク
が
正
面
衝
突
し
て
１
人
が
死
亡
す
る
重
大
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
更
に
、
令
和
４
年
６
月
７
日
に
は
、
南
相
馬

IC
～
相
馬
IC
間
下
り
線
で
、
大
雨
に
よ
る
の
り
面
崩
落
に
よ
り

通
行
止
め
と
な
る
な
ど
、
相
双
地
域
の
交
通
に
た
び
た
び
支
障

を
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
常
磐
自
動
車
道
の
安
全
性
・
信
頼

性
の
向
上
や
代
替
路
と
な
る
国
道
６
号
の
機
能
強
化
が
必
要
で

あ
る
と
思
料
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を
抱
え
る
当
地
方

の
特
異
性
も
十
分
に
考
慮
い
た
だ
き
、
並
行
す
る
国
道
６
号
も

含
め
、
常
磐
自
動
車
道
「
広
野
IC
～
山
元
IC
間
」
の
全
線
４
車

線
化
を

早
期
に

実
現
し

て
い
た

だ
き
ま

す
よ
う

強
く
要

望
し
ま

す
。

←石田優復興庁事務次官
（左から５人目）に

要望書を手渡す委員長ら

→丹羽克彦国土交通省道路
局長（左から６人目）に
要望書を手渡す委員長ら

令和４年度

政務活動費の活用状況をお知らせします !!
政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費として交付されるも
のです。相馬市議会では一人あたり月額１万円、年額１２万円を上限として交付し、残額は
市に返還することになっています。

会派名 新政会 にじ そうま
市民の会

新時代
そうま 無会派 無会派

会派構成 菊地 清次
獺庭  大輔
高玉  良一

波多野  広文
河内 幸夫
佐藤  満

立谷 耕一

門馬  優子
横山  和雄
畑中  昌子
杉本  智美
石橋 浩人

浦島  勇一
根岸  利宗

只野  敬三
山中  宣明

高橋  利宗 村松  恵美子
（R4.4 ～ R5.2）
（※申請なし）

収入 交付額 840,000 600,000 240,000 240,000 120,000 0

支出 調査研究費 557,403 520,252 0 92,520 0 0

研修費 0 5,572 0 0 89,380 0

広報費 0 0 0 0 0 0

広聴費 0 0 0 11,440 0 0

要請・
陳情活動費 0 0 0 0 0 0

会議費 0 0 0 0 0 0

資料作成費 0 0 0 0 0 0

資料購入費 0 0 0 0 0 0

人件費 0 0 0 0 0 0

事務所費 0 0 0 0 0 0

支出合計 557,403 525,824 0 103,960 89,380 0

収支差引額 282,597 74,176 240,000 136,040 30,620 0

市への返還額 282,597 74,176 240,000 136,040 30,620 0

☆支出項目の説明

●調査研究費：市の事務、地方行財政等に関する調査研究費及び調査委託に関する経費
●研修費：研修会を開催するために必要な経費、または団体などが開催する研修会の参加に要する
　　　　　経費
●広報費：活動、または市政について住民に報告するために要する経費
●広聴費：住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談などの活動に要す
　　　　　る経費
●要請・陳情活動費：要請、または陳情活動を行うために必要な経費
●会議費：各種会議、または団体などが開催する意見交換会など各種会議への会派としての参加に
　　　　　要する経費
●資料作成費：活動に必要な資料の作成に要する経費
●資料購入費：活動のために必要な図書、資料などの購入に要する経費
●人件費：活動を補助する職員を雇用する経費
●事務所費：活動に必要な事務所の設置、または管理に要する経費

単位：円

※過去の政務活動費はホームページでご確認ください‼

↓要望区間の図


